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2.8 検討項目 No.15 について 
 

主な具体的検討項目 検討内容 

江戸川放水路の自然再生の必要性とその

方法を検討する。 

江戸川放水路内の自然環境の状況を整理

した。 

 

現在の江戸川放水路の自然環境について資料を収集、整理した。 

 

1) 放水路の概要 

江戸川放水路は大正 8年に開削された延長約 3.5km の放水路であり、現在の行徳可

動堰は昭和 32 年に完成したものである。通常は堰のゲートを下げているが、放水路

に維持流量 0.028m3/sec を流している。 

 

 

2) 自然環境の分布 

江戸川放水路にはヨシ原や干潟があり、これらが生物の生息場として重要な機能を

果たしている。江戸川放水路全体の環境分布は図 2.8-1 に示すとおりである。 

干潟分布についてみると、行徳可動堰直下に泥干潟が広がり、その下流には左岸に

砂(7～8 割)/泥(2～3 割)干潟、右岸に泥(7～8 割)/砂(2～3 割)干潟がみられる。河口

付近は砂泥質干潟が広がっている。またヨシ原は、行徳可動堰直下と河口付近にみら

れる。 

等深浅図（堰下流）についてみると、Y.P.+1.80m（平均満潮位）と Y.P.+1.00m～

Y.P.+1.80m は行徳可動堰直下に特に広くみられる。Y.P.－0.20m（平均感潮位）～

Y.P.+1.00m は河口付近に特に広くみられる。
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出典）国土交通省江戸川工事事務所資料（1999） 

 

図 2.8-1  江戸川放水路環境の分布（1998 年度）
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出典：国土交通省江戸川工事事務所(2000) 
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3) 生物の生息状況 

江戸川放水路の新江戸川橋付近における生物出現状況を図 2.8-2 に示す。 

江戸川放水路には、マハゼ、ボラなど汽水・海水性の魚類が多く生息し、干潟には

トビハゼ、ソトオリガイ、チゴガニなどの底生生物が生息している。また、シギ類、

コアジサシなどのカモメ類も広域にわたって多くみられる。行徳橋上流側にはヒヌマ

イトトンボが生息している。また、江戸川放水路周辺ではこれまでに多くの重要種が

確認されている。主な重要種の分布として、鳥類、トビハゼ、底生動物、ヒヌマイト

トンボの状況を図 2.8-3 に示す。 

 

4) まとめ 

江戸川放水路にはヨシ原や干潟などがあり、多くの生物が生息している。また、ト

ビハゼやヤマトオサガニなど泥干潟に生息する種類やウネナシトマヤガイのように汽

水環境に特有な種類など、三番瀬と違った種類の生物の生息が確認されている。さら

に、多くの鳥類が利用していることなどを考慮すると、江戸川放水路は、三番瀬の背

後地として様々な生物の生息場になっていると考えられ、後背湿地の保全・再生を図

るというアプローチにおいては、緊急的な対応は必要ないものと考えられる。 
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調査範囲　凡例

魚類調査

底生動物調査

陸上昆虫類調査

鳥類調査

両・爬・哺乳類調査

出典：河川水辺の国勢調査

着目すべき種　凡例

　天然記念物、種の保存法

　国のRDB記載種

　地方版RDB記載種
（東京都、埼玉県、千葉県）

鳥類調査
調査時期 Ｈ８

NO. 科名 種名 夏季 秋季 冬季 春季 秋渡 越冬 春渡 繁前 繁後
1 カイツブリ カイツブリ ●
2 ウ カワウ ● ● ● ●
3 サギ ゴイサギ ●
4 ダイサギ ● ● ● ● ●
5 コサギ ● ● ● ●
6 アオサギ ● ●
7 カモ カルガモ ● ● ●
8 ヒドリガモ ● ● ●
9 オナガガモ ● ●
10 ホシハジロ ●
11 キンクロハジロ ●
12 スズガモ ●
13 シロチドリ ● ● ● ● ●
14 メタ゛イチドリ ●
15 ダイゼン ● ●
16 トウネン ●
17 シギ キョウジョシギ ● ●
18 ハマシギ ● ● ● ● ●
19 キアシシギ ● ●
20 イソシギ ● ●
21 オグロシギ ●
22 ｵｵｿﾘﾊｼｼｷﾞ ●
23 ダイシャクシギ ●
24 ホウロクシギ ●
25 ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ ● ●
26 カモメ ユリカモメ ● ● ● ●
27 ウミネコ ● ●
28 コアジサシ ● ● ● ●
29 ツバメ ● ●
30 ハクセキレイ ● ● ● ●
31 ジョウビタキ ●
32 ツグミ ● ● ●
33 オオヨシキリ ● ● ●
34 セッカ ● ● ●
35 カワラヒワ ● ●
36 スズメ ● ● ● ● ●
37 ムクドリ ● ● ● ● ●
38 ハシボソガラス ● ●
39 ハシブトガラス ●
40 （ハト） （ドバト） ● ● ● ● ● ●

4 4 9 17 10 10 16 18 13

Ｈ3～Ｈ4

種類数

陸上昆虫調査
NO. 調査時期 Ｈ10

目名 夏季 秋季 春季 計 春季 夏季 秋季 計
1 クモ 2 1 3 11 7 7 25
2 トンボ 1 1 2 1 3
3 バッタ 1 13 2 16 2 8 10
4 ハサミムシ 1 1 1 1 1 3
5 カメムシ 6 2 2 10 16 18 21 55
6 アミメカゲロウ 0 2 2
7 コウチュウ 13 6 9 28 23 33 20 76
8 ハチ 2 3 2 7 4 5 6 15
9 ハエ 4 4 8 6 2 7 15
10 チョウ 4 5 10 19 1 13 6 20

29 34 30 93 62 85 77 224

Ｈ5～6

種類数

「特定種の出現状況」
調査時期 Ｈ10

NO. 目名 科名 種名 夏季 秋季 春季 春季 夏季 秋季
1カメムシ ツチカメムシフタボシツチカメムシ ●
2コウチュウオサムシ ﾑﾂﾓﾝｺﾐｽ゙ ｷ゙ﾜｺ゙ ﾐﾑｼ ●
3 ﾁｬﾊﾞﾈｸﾋ゙ﾅｶ゙ｺﾞﾐﾑｼ ●
4 ゲンゴロウ シマゲンゴロウ ●
5 コガネムシ ハンノヒメコガネ ●

Ｈ5～6

魚類調査
調査時期 Ｈ２ Ｈ５ Ｈ６

NO. 目名 科名 種名 秋季 夏季 春季 秋季 春季
1 エイ アカエイ アカエイ ● ●
2 ウナギアナゴ マアナゴ ● ●

3 ニシン ニシン サッパ    ●※1 ● ● ● ●
4 コノシロ ● ●
5 コイ コイ マルタ ●
6 カサゴ フサカサゴ メバル ●
7 コチ マゴチ ● ●
8 アイナメ アイナメ ●
9 スズキスズキ スズキ ● ● ● ●
10 ヒイラギ ヒイラギ ●
11 タイ チダイ ●
12 ニベ ニベ ●
13 ボラ ボラ ● ● ● ●
14 メナダ ● ● ●

16 ハゼ トビハゼ ●    ●※3    ○※4

17 ウキゴリ ●
18 エドハゼ ●
19 ビリンゴ ● ● ●
20 マハゼ ● ● ● ●
21 ヒメハゼ ● ●
22 アベハゼ ●
15 スジハゼ ●
23 ｼﾓﾌﾘｼﾏﾊｾﾞ ●
24 カレイ カレイ イシガレイ ● ●
25 マコガレイ ● ●

2 11 18 9 12
※河口から2.0km地点で確認

※2目視による確認

※3目視による確認

※4トビハゼは河川水辺の国勢調査（H9)で確認されていないが、明らかに生息が確認されている

   ため追記

Ｈ９

種類数

H9

H10 

H9 

H9
H10 

H9

H9

H9 

H8 

両・爬・ほ乳類調査（新江戸川橋（河口から0.5km付近））
河川水NO. 綱 種名 Ｈ６年度 Ｈ11年度
コード 調査日 H6.4.27 H6.5.20 H6.7.7 H6.10.4 H6.12.15

調査地点 St.1 St.1 St.1 St.1 St.1 利利江１
河口からの位置 0.4～1.3 0.4～1.3 0.4～1.3 0.4～1.3 0.4～1.3 0.4～1.3
調査時期 春季1 春季2 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬期

28 1 両生類 アマガエル ●
40 2 両生類 トウキョウダルマガエル ○
109 3 爬虫類 カナヘビ ● ● ● ● ●
174 4 ほ乳類 アズマモグラ ○ ○ ○ ○

ほ乳類 モグラ類 ○
252 5 ほ乳類 アカネズミ ●
270 6 ほ乳類 ハツカネズミ ●
275 7 ほ乳類 ドブネズミ ● ● ● ● ○ ●

ほ乳類 ネズミ類 ○
302-1 8 ほ乳類 イタチ類 ○

種類数 3 1 3 2 1 4 2 5 1

備考

ほ乳類
調査の
み実施

ほ乳類
調査の
み実施

ほ乳類
調査の
み実施

凡例　●：トラップ及び目視確認
　　　　○：フィールドサーフィン

H9 

H2 

H2 

H2 

H6 

H6 

H6

H6 

H6 

H4
H4 

H6 H6 

H6 

底生動物調査
NO. 調査時期 Ｈ9
目名 夏季 冬季 春季 計 秋季 冬季 早春 計
1 紐形動物門の一種 1 1 1 1
2 ニナ 1 1 1 1 2 2 3 3
3 バイ 1 1 1 1 1
4 モノアラガイ 1
5 クチキレガイ 1 1
6 ブドウガイ 1 1
7 イガイ 1 2 2 2 4 3 3 4
8 イシガイ 1 1 1 1
9 ハマグリ 3 3 2 5
10 ウグイスガイ 1 1 1 1
11 マルスダレガイ 8 7 4 11
12 オオノガイ 1 1 2
13 ウミタケガイモドキ 1 1 1 1
14 サシバゴカイ 2 3 6 7 8 7 6 10
15 ユッスーラ 1 1 2 2
16 イソメ 1 1
17 スピオ 1 4 4 5 5
18 ミズヒキゴカイ 1 1 1 1
19 ヒトエラゴカイ 1 1 1
20 オフェリアゴカイ 1 1 1 1 1 1
21 イトゴカイ 1 2 2 2 2 2 2
22 フサゴカイ 1 1 1
23 ケヤリムシ 2 1 1 2
24 ナガミミズ 1 1
25 スジホシムシ綱の一種 1 1
26 フジツボ 3 3 2 3 5 3 3 5
27 クーマ 1 1 1
28 ワラジムシ 1 1 2
29 ヨコエビ 3 2 2 5 5 5 6 6
30 エビ 8 4 4 9 8 4 6 13
31 マメボヤ 1 1
32 マボヤ 1 1

種類数 25 21 26 39 62 48 54 83

H5～6

「特定種の出現状況」
調査時期 Ｈ10

NO. 目名 科名 種名 夏季 冬季 春季 春季 夏季 秋季
1 ニナ ミズゴマツボ ウミゴマツボ ● ● ●
2 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ フナガタガイ ｳﾈﾅｼﾄﾔﾏｶﾞｲ ●
3 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ オキシジミ ● ● ● ●
4 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷ オキナガイ ソトオリガイ ● ● ●
5 エビ コブシガニ ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ ● ●
6 スナガニ チゴガニ ● ● ● ●
7 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ● ● ●
8 コメツキガニ ●

Ｈ5～6

0 100 200 300 400 500m

図 2.8-2 江戸川放水路の新江戸川橋付近における生物出現状況（江戸川 0.5km 付近） 

ｳﾈﾅｼﾄﾔﾏｶﾞｲ
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図 2.8-3 主な重要種の確認位置（鳥類、魚類、底生動物、陸上昆虫） 

出典）国土交通省江戸川工事事務所（2000）より作成
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